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日 当科における急性骨髄性 白血病の治療成績
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【H的】F'丈人急性骨髄性自11'lL病の自験岡を解析し,今

後の治療戦略を考える.

E対象及び方法3新潟県立中東病院内科にて,1998年

1日より200(ロト12J.Jまでに入院加療を施行した成人急

性骨髄性白血病81例を対象とした.年令は,17才-88才

仲 菓健61才)で,男性複9例,女性32例であったtFAB

分類別では.h･:10:Llf町 九･.ll:18†町 人:Ill:27f町 M3:

1()刑､八ト1:13刷､M5;3f札 h･116:6刑であ′)た.令

身状態が不良のために化学療法の末施行例や,治療開始

後の早期死亡にて治療評価の不能例を除く69例に単剤か

ら多剤併用才転学療法を施行し,治療成磯を解析 した一生

存率の解析には,カプランマイヤ-法を僚機した.

【結果】仝81例U)カブランT lヤパ封二よる5年･生存

率は,14%で,50%生存期間は早期死亡例が多いことよ

り,約10ケ月であった,69例中46例 (66.7%)が完全寛

解し,予後は非寛解例に比し良好であった.年令別では,

60才未満の銅例申25例 (73.5鶴),甜才以上の35例中21

例 (60%)に寛解を得,60才未満g)症例の予後は60才以

上に比し良好であった,FAB分類別では,M2 (75.8

%),M3 (77,8%),M6 (loo‰)の寛解率が良好で

あったが,予後としては M2が最も良好で,MO及び

M5は,寛解率,予後ともに不良であった.治療法別で

は,BHAC-DMP療法26例中2i例 (80.8%),DCMP

療法 6例中 5例 (83.3%),IDA+AraC療法15例

中13例 (86.6%)と多割餅欄療法の寛解率が良好で,

BHACIDMP療法とDCMP療法の予後が良好であっ

た,M3に射する ATRA 療法の寛解翠は50%で,Ara

C少巌療法では16例中5刑 (31.3001の寛解のみであ-I..-

た.

【考察】多剤併用療法による完全魔解刑の予後が良好

管,全身状態が許せば多剤併用療法による完全寛解を目

指す治療が必要と考えられた.今後の課題として,高齢

者及び予後不良病型の克服が必要で,近年多用している

喜DAキATaC療法は,高齢者にも比較的安全に寛解が

得られ,有履な治療法と考えられた.

2巨慢性骨髄性自血病の治療におけるインター

にして､インター7ェロンαの意義につい

て考える
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インターフェロンa(IFNα)は CML の治療薬と

して車要な地位を占めていることは確かだが,長期投与

に伴う種々の副作欄が知られており,また自己注射は愚

者にとってほかなりの負担となる.今回当院での治療成

績をまとめることで,CML における 王FNaの意義に

ついて考えてみた.

【対象】半成-ト隼TJlか⊥:)11'隼Tjlまで(別間に当院で

LlMIJ慢性期と診断され,TFN(Y酢独で治療を開始 し

た13症例のうち了浄髄移植を受けたま例と2か月ほどで

他院-転院した1刑を除い/+=11例を対象とした.u)裾 よ

副作用や効果不十分なためず2週間および2か月で中止.

3例は無効のため途中から HyかoxyuTea(HU)を併

用した.確り6例は IFNα単独治療を継続した.

E結果】①IFNαに HU を併用した例では,血液学

的寛解にはなったものの細胞遺伝学的効果は得られなかっ

た.②IFNaの効果が不十分な例は,治療開始時の血小

板数が多い傾向がみられた.③iFNa有効例はほぼ2

か月以内に血液学的寛解状態となり,6例申5例で細胞

遺伝学的 CCR が得られた.CCR に到達するまでの

期間は6-48か月とかなりばらつきがあった.

E考察】IFNαは細胞遺伝学的効果が得られてこそ有

用な薬剤なので,治療にあたってはまず 王FNα単独で

開始し,血液学的効果が得られるようならそのまま継続

して細胞遺伝学的 CCR をめざすのがよいと思われる.

血液学的効果が得られない場合には,患者の QOL を


